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  図図書書館館とと情情報報化化    

西 田 英 樹 

 

 本年 4 月、総合メディア基盤センター長を

拝命いたしました。微力ではございますが、

全力を尽くして鳥取大学の情報基盤を円滑に

運営していく所存です。皆様のご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 さて、皆様は図書館を利用するとき「実際

に足を運ぶ派」でしょうか、それとも「まず

はクリック派」でしょうか。探す内容にもよ

りますが、研究に必要な学術情報は今やほと

んど電子化されており、図書館 web ページか

らクリックでたどることが多くなってきまし

た。高等教育や学術研究の高度化を推進する

上で、図書館が提供する情報の量と質、それ

へのアクセス手段としてのネットワーク基盤

の重要性を認めない人は今やいないでしょ

う。近年、情報ネットワークと図書館を融合

させて学術情報基盤と

する考え方が定着して

おり、鳥取大学におい

ても附属図書館の情報

化は着実に進行してお

ります。それにともな

い情報ネットワーク基

盤を管理する総合メディア基盤センターに寄

せられる期待や果たすべき役割も大きくなっ

ております。たとえば学外からのジャーナル

利用希望などはその好例でしょう。 

 さて、総合メディア基盤センターでは、平

成 21 年度末の完成を目指して情報基盤の更

新を計画し、着々と準備を進めておりますが、

その一環として最近いくつかの先行大学の情

報基盤や教育用コンピュータ設備を見学する
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機会がありました。図書館の開架フロアに PC

端末を 100 台以上配して情報検索に供してい

るところも決して珍しくはありません。本学

附属図書館のメディアルームにも教育支援用

PC 端末として 40 台を配置していますが、学

期が始まればほぼ満員になっております。メ

ディアセンター1 階の演習端末も利用者が途

切れることはありません。 

 附属図書館が提供している電子的情報とし

て、web サイトから利用できる、OPAC など

のオンライン図書目録、オンラインデータベ

ース、電子ジャーナル、郷土資料の電子展示

室、機関リポジトリなどがあります。そのす

べてが図書館に足を運ばずとも研究室・事務

室にいながらにして利用できるので、学術研

究や高等教育の高度化・効率化に果たす役割

と期待は大きく、まずはこれら学術情報の充

実とそれをいつでもどこでも利用できるよう

にすることが図書館へのまず第 1 の期待とい

えるでしょう。 

 図書館への期待のもう一つは、情報教育へ

の積極的関与です。現在、新入生対象の全学

共通科目「情報リテラシー」の中の１コマで、

図書館職員により、情報検索や文献引用のル

ールなど大学生として必要な知識を演習を交

えて講義していただいておりますが、内容が

豊富な割に時間がやや窮屈に感じられます。

学生にも好評なことから、さらに充実してい

く必要があると思います。 

 図書館と大学会館の間のケヤキの木立の間

にはしゃれた花壇がもうけられており、緑の

木陰は癒しの空間になっています。図書館に

隣接する側にウッドデッキを設けてガーデン

テーブルを配し無線 LAN が使えるようにな

れば、ちょっとしたネットカフェ気分で、天

気の良い日には近くのパン工房で買った軽食

を片手に手軽にインターネットを楽しむこと

もできるようになるかと思います。また、地

域の住民の方にとっても気軽に利用できる大

学図書館であってほしいと思っています。 

 以上、思い浮かぶ事柄を無秩序に書き連ね

てしまいましたが、附属図書館が鳥取大学の

高等教育の充実や学術研究の発展のためにま

すます充実されるよう期待しています。 

 

（にしだ ひでき ： 総合メディア基盤センター長） 

 

 

 

鳥鳥取取大大学学附附属属図図書書館館ででのの派派遣遣研研修修をを終終ええてて 

                                  

高橋 真太郎 

 

はじめに 

 鳥取大学附属図書館と鳥取県立図書館は互

いの連携を推進するため、一昨年より双方職

員の派遣研修を行っている。 

 本年度８月５日～７日に行われた附属図書

館での研修は、県立図書館からレファレンス

業務を中心にした内容をお願いした。 

 この度の参加は、私のかねてからの希望で

あった。県立図書館では近年、ビジネス支援

サービスや医療・健康情報サービス等に積極
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的に取組んでいるが、それに応じて利用者の

皆様からの資料相談の専門性もどんどん高く

なっている。特に技術系研究者や看護師の方

からの相談が多く、その内容も非常に専門的

なものである。 

３日間と短い期間であったが、職員の皆様

には、本当に多くのことを教えていただいた。

その中には、県立図書館に戻っても役立つイ

ンターネット情報源や情報検索方法も数多く

含まれている。県立図書館職員で共有し県民

の皆様に提供したい。  そんな中で、当館で回答できない相談につ

いては附属図書館に問い合わせをしてきたが、

その都度、適格な資料、アドバイスをいただ

いていた。そのスキルやノウハウを学びたい

と以前から考えていた。 

 

最後に 

本研修のもう１つの大きな目的は、今回知

り合った皆様との関係を大切にし、両館の連

携をさらに推進していくことだと思っている。

今回の経験を大切にし、附属図書館と県立図

書館との架け橋として、県民の皆様、大学関

係者の皆様に貢献していきたい。 

 

学んだこと 

 研修を通じて本当に多くのことを学んだが、

その中でも最も感銘を受けたことは以下３点

である。①「専門情報を入手するための環境

が整備されていること」②「職員の皆様が持

つ高い情報検索のスキルと意識」③「電子媒

体情報の重要性」である。 

末筆ながら、充実し、本当に楽しい研修を

受けさせていただいたこと、高阪館長様をは

じめ職員の皆様に感謝したい。 

 

（たかはし しんたろう ： 鳥取県立図書館 情

報相談課 相談係 司書） 

①１億円を超える電子ジャーナルの整備、

必要な情報を探すためのデータベースの整備、

リンクリゾルバを使っての情報源へのアクセ

スの確保、NII をハブとした相互利用システ

ムの充実等である。学術情報を探し、提供す

るための環境は素晴らしいものであった。 

 

 

 

 

 ②職員の皆様は、外国語やデータベースを

使いこなして文献を探し、引用情報の分析を

日常的に行っていた。そのような職員の皆様

と一緒に業務を行い、質の高いサービスを提

供するために必要なスキルは何かを肌で感じ

ることができた。 

 

 

 

 

 

 ③今回の研修では、ほとんど紙媒体の資料

には触れなかったが、そこには Web 上、デジ

タルコンテンツでしか入手できない情報が数

多くあった。通常、紙主体の情報検索をして

いる私には新しい世界であり、公共図書館の

これからを見た気がした。 

 

研修中の著者 
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ミニシリーズ・情報検索コーナーより その21 

「Academic Search Elite」 利用ガイド 
 

Q1 Academic Search Eliteってどんなデータベースですか？ 

Academic Search Elite は社会科学や人文科学をはじめ、幅広い分野を網羅した学際的データベー

スです。EBSCOhost.より提供されています。 

Q２ データベースなのに電子ジャーナルリストにAcademic Search Eliteとありましたが？

2,000 誌（うち約 1,500 が査読誌）は全文データが収録されているからです。なかでも主要雑誌、

約 100 誌の全文データは 1985 年までさかのぼって収録しています。 

Q３ どんな雑誌が収録されていますか？ 

American Historical Review, British Journal of Psychology, Contemporary Literature などの他に、

Time や Newsweek も収載されています。詳細はタイトルリスト、出版物検索から確認できます。 

Q４ 更新頻度はどのくらいですか？ 

データは EBSCOhost. によって毎日更新されます。 

Q５ ところで、EBSCOhost.のトップ画面にはもう一つERICとありますが、これは？ 

ERIC (Educational Resource Information Center) は、教育学の基本的なデータベースです。 

米国教育省・国立教育学図書館が Current Index of Journals in Education 及び Resources in 

Education Index に収録されている雑誌論文からの情報を収録しています。 

 

 
トップ画面 

 

 

 

 

 

 

 

Q６ 検索の方法は？ 
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Q６ どのような検索方法がありますか？どのような検索方法がありますか？ 

下記に示す①～④の検索方法があり、通常は①が選択されています。 

① キーワード検索・・・・・フィールドの選択（著者名や論題など）、検索条件の限定（全文のみに 

限定や出版日の範囲など）ができます。 

② 出版物検索・・・・・収載タイトルが確認できます。 

＊電子ジャーナルの総合タイトルリスト（EBSCO A-to-Z）にも登録されています。 

③ サブジェクト用語検索・・・・・主題の絞り込みができ、精度の高い検索ができます。 

④ 画像検索・・・・・人物、場所、自然科学、歴史などに関する写真、地図、国旗が検索 

できます。 

 

 
これはユニーク！ 

 

①   ②   ③   ④ 

 

 

 

 
検索画面拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な論文があれば 

ここをクリック！ 

上部フォルダにストック 

 

詳細な日本語ガイドは図書館ホームページに掲載していますのでご覧ください。 

（論文などを探す → ASE（人文・社会科学ほか）＋ERIC（教育） → マニュアル）  
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 本学教員著作寄贈図書 （平成 19 年 10 月～平成 20年 9月受入分）

    

この度は次のように寄贈していただきました。誠にありがとうございました。  

２階の「本学教員著作寄贈図書コーナー」に配架し、利用に供していますので、  

是非ご利用下さい。   

    

 著者 書名 出版社 

ＦＵ 
渡部昭男 

（地域学部） 
明日を信じる魂の讃歌 

今井書店 

2006.12 

ＧＯ 
後藤和雄 

（教育センター） 

初歩からの微分積分 

豊富な問題詳しい解答付  

共立出版 

2005.11 

ＩＮ 
井上順理 

（元附属図書館長） 

微衷録 : 皇国再建の基盤 

井上順理講演録 

雅舎 

2007.12 

ＳＡ 
作野友康 

（元農学部） 

CD ブック木材研究 43 年の軌跡 

作野友康研究業績集 

作野友康 

2006.10  

ＴＡ 
高塚人志 

（医学部） 

いのちを慈しむ 

ヒューマン・コミュニケーション授業  

大修館書店 

2007.2 

ＴＳ 
恒川篤史 

（乾燥地研究センター） 

21 世紀の乾燥地科学 : 人と自然の持続性 

（乾燥地科学シリーズ第 1 巻） 

古今書院 

2007.3 

ＷＡ 
渡部昭男 

（地域学部） 

「特殊教育」行政の実証的研究 

障害児の「特別な教育的ケアへの権利」 

法政出版 

1996.2 

ＹＡ 
山本太平 

（乾燥地研究センター） 

乾燥地の土地劣化とその対策 

（乾燥地科学シリーズ第 3 巻） 

古今書院 

2008.3 

ＹＡ 
山中典和 

（乾燥地研究センター） 

黄土高原の砂漠化とその対策 

（乾燥地科学シリーズ第 5 巻） 

古今書院 

2008.3 

 

留学用図書リスト（２００7 年以降購入分） 

主に、これから留学される学生の皆さんのために選定された図書です。 

中央館 2階の日本紹介コーナーに配架してあります。 

 

書名／著者名 巻号 シリーズ名 出版社 請求記号 

バリ島 & ロンボク島    
ロンリープラネット

の自由旅行ガイド 

メディアファクト

リー 
292.46:Bar 
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パリ    

ロンリープラネット

の自由旅行シティガ

イド 

メディアファクト

リー 
293.53:Par 

イタリア    
ロンリープラネット

の自由旅行ガイド 

メディアファクト

リー 
293.7:Ita 

ニューヨーク    

ロンリープラネット

の自由旅行シティガ

イド 

メディアファクト

リー 
295.321:Nyu 

ハワイ    
ロンリープラネット

の自由旅行ガイド( 

メディアファクト

リー 
297.6:Haw 

外国人をサポートするための生活マニ

ュアル : 役立つ情報とトラブル解決

法 : 日英対訳  

    
スリーエーネット

ワーク 
329.9:Gai 

外国人をサポートするための生活マニ

ュアル : 役立つ情報とトラブル解決

法 : 日中対訳 

    
スリーエーネット

ワーク 
329.9:Gai 

わが国企業の海外事業活動 : その現状

と問題点 / 通商産業省産業政策局編  
第 35 回   大蔵省印刷局 

335.21:Wag:(

35) 

アメリカの企業とは : 海外の企業で仕

事をする人へ / 松本憲嗣著 
    東京図書出版会 335.253:Ame 

世界の厚生労働 : 海外情勢白書 / 厚

生労働省編 
2007   TKC 出版 

366.02:Sek:(

07) 

香港・広東で働く / 須藤みか著   海外へ飛び出す) めこん 366.29:Hon 

海外で「旅」の仕事 : 国際派就職ガイ

ド決定版 
  アルク地球人ムック アルク 366.29:Kai 

アメリカ大学留学新 SAT 完全攻略 / 宮

前一廣著 
    アルク 376.8:Ame 

アメリカわくわくスペシャリスト留学 

/ 松岡昌幸著 ; REF留学教育フォーラム

編 

  
“Waku‐waku"study 

abroad 
三修社 377.6:Ame 

アメリカ留学公式ガイドブック / 日米

教育委員会編著 
2008   アルク 

377.6:Ame:(0

8) 

中国留学サクセスブック : プログラム

の選び方から留学中の生活まで 
2007-2008 イカロス MOOK イカロス出版 

377.6:Chu:(0

7-08) 

大学院留学事典 2007-08 アルク地球人ムック アルク 
377.6:Dai:(0

7-08) 
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えいごのりゅうがく : アメリカ・イギ

リス・カナダ・オセアニア英語圏留学の

すすめ  

  地球の歩き方  
ダイヤモンド・ビッ

グ社 
377.6:Eig 

海外の高校&大学へ行こう! 
2008 年度

版 

双葉社スーパームッ

ク( 
双葉社 

377.6:Kai:(0

8) 

ノーベル賞クラスの論文で学ぶ理系英

語最強リーディング術 / 斎藤恭一著 
  理系たまごシリーズ アルク 407:Nob 

躍動する中国石油石化 : 海外資源確保

と中下流発展戦略 / 横井陽一, 竹原美

佳, 寺崎友芳著 

    化学工業日報社 568.09:Yak 

外国人が日本語教師によくする100の質

問 / 酒入郁子[ほか]著 
新装版 日本語を教える バベルプレス 810.7:Gai 

日本語を教えよう! : 日本で、 そして

海外で、 世界中の人に 
2008 イカロス MOOK イカロス出版 810.7:Nih 

世界を動かすトップの英語 : ダボス会

議に学ぶ / 鶴田知佳子, 柴田真一共著
    コスモピア 837.5:Sek 

 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ ミニ・トピックス ◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

「ミニ・生命（いのち）のメッセージ展」を開催 

 

 平成２０年５月１９日から３０日まで、「ミニ・生命（いのち）のメッセージ展 in 鳥取

大学」を開催した。 

 これは、９年前に飲酒運転の乗用車に正面衝突され亡くなった、当時鳥取大学の学生だ

った３人の遺族から、オブジェと写真や遺品を借り受けて展示し、命の大切さを改めて考

えてもらうことを目的としたものです。会場には、写真と愛用の靴、事故後に大学の仲間

たちが書いた寄せ書き、卒業アルバムなどが展示されました。展示期間中、多くの学生や

教職員、学外からの来館者も足を止めて見入っていました。 
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◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

鳥取県大学図書館等協議会第８回総会を開催 

平成20年度鳥取県大学図書館等協議会総会(第8回)が去る６月15 日(金)、米子高専を会場に

開催されました。加盟する本学、鳥取環境大、米子高専、鳥取短大の図書館等計４館から10名が

出席しました。今年度の副幹事館である米子高専図書館情報センターの永井猛センター長か

ら挨拶があり、同センター長が議長を務め、各館の今年度活動計画や現状の報告が行われました。     

その中で鳥取大学からは「学生の来館促進に向けた環境整備への取組み」について、「館内

における飲食可能な場所の設置、閲覧席の椅子の買い換え」などの工夫を紹介した。その

中で「飲食可能な場所」でのゴミを出さないようにするマナー教育の徹底が大切との補足

説明をおこなった。また、利用者教育について各館から報告があり、情報リテラシー教育

は、授業中に行われているところが多かった。学生の図書館活動については、鳥取短期大

学から、学生がシナリオ書きし、出演した図書館紹介ビデオが紹介され、米子高専からは、

クラス選出の学生図書委員が、ブックハンティング、高専祭の古本市、文化セミナーの手

伝い、図書館報の記事執筆、蔵書整理の手伝い、本を読む会などの運営に携わっているこ

とが紹介されました。各館ともに、学生の自主的な活動を刺激して、図書館活動が活発に

なるよう工夫していきたい旨の発言がありました。協議の後、米子高専建築学科の和田嘉

宥教授から、「デジタルライブラリー その活用と課題 －調査研究活動を通して－」と題

した、大学図書館・公立図書館等のデジタルライブラリーの現状と課題について講演が行

われました。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 

鳥取市立図書館 相互協力図書の貸出を始めました 

 平成２０年４月より、鳥取市立中央図書館の資料約１００冊を、鳥取大学附属図書館でご利用い

ただけるようになりました。４月から７月まで「旅」をテーマとして小説や紀行文など様々な分野の資

料約１００冊を協力用図書としてお借りし、図書館 1 階カウンター前の棚に配架しています。資料は

３か月ごとに入れ替えを行い、学生証か鳥取大学附属図書館利用者カードで、一人２冊まで、２週

間貸出しいたします。ご希望のジャンルなどがありましたら、図書館カウンターにお申し出ください。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
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  平成 20 年度 中学生職場体験学習を実施しました 

例年実施しています、中学生職場体験学習を行いました。今年度は中央図書館で６月２

３日から２７日の５日間、鳥取市立湖東中学校の２年生２名が体験学習を行いました。 

生徒たちは、慣れない作業に戸惑いながらも、カウンターでの図書の貸出・返却処理を

はじめ、文献複写やNACSIS-CAT から書誌データをダウンロードするなどの業務を体験した

ほか、自己紹介をテーマとした簡単なホームページの作成を行いました。特にホームペー

ジの作成では、最後まで熱心に行っていました。「本の整理は大変だったが、きれいにし

たら使いやすくなることを知った。」「仕事の楽しさや大変さがよくわかった。」などと

感想を述べていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験学習中の湖東中学生徒   

 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 

平成２０年度第１回 鳥取地区図書館実務者連絡会議を開催 

 

鳥取地区図書館実務者連絡会議を、7 月 30 日に鳥取環境大学情報メディアセンターで開

催しました。県内東部の大学図書館と公共図書館（当館、鳥取環境大学情報メディアセン

ター、鳥取県立図書館、鳥取市立中央図書館の 4館）から実務担当者 15 名が参加して行い

ました。各館の活動状況報告に続き、①「地域住民に対する鳥取大学附属図書館カウンタ

ーでの業務について」②「貸出カード出張作成について」③「地域貢献事業について」④

「鳥取地区図書館実務者連絡会議の今後の開催について」を協議事項として意見交換を行

いました。地域住民および学生、教職員に対する各図書館の利便性を向上させるため、出
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席者から活発な意見交換が行われました。今回協議した内容については、各図書館で検討

を行い、次回の実務者連絡会議で実施方法などについて協議を行う予定です。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 

平成２０年度インターンシップを受入 

中央図書館では、９月８日から１２日の５日間インターンシップを受け入れました。 

これは、鳥取大学における教育行政等の実務に接することにより，学習意欲の喚起，高い

職業意識の育成を図るため行われるもので、鳥取大学では，大学院，大学，短期大学，高

等専門学校，高等学校の学生又は生徒の方を対象に行っています。附属図書館では、実習

内容としてカウンター業務，図書資料の受入，書架整理，蔵書点検等をおこないます。 

今年度は、本学の地域学部地域文化学科３年の学生１名がインターンシップとして図書

館の各業務を経験されました。「将来は司書の資格を取り図書館で働きたい。」などと感

想を話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 実習風景 
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